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家庭児童相談室 １．相談業務 １．相談業務
　  ①2名の家庭相談員が交替で相談   ①2名の家庭相談員が交替で相談

　 　　②報酬月額 　９５，０００円/名　 　②報酬月額 　９５，０００円/名　

２．関係機関との連携調整 ２．関係機関との連携調整

遺児年金　 1.対象　　　 1.対象 　 1.対象 1.対象 　　
　・現に扶養を受けていた父又は母（養父 母含む） ・大野原町に住所を有し、義務教育終了前の者 　　・町内に住所を有する義務教育終了前の者 ・現に扶養を受けていた父又は母（養父 母含む）
　　が死亡し、又は３年以上生死不明（遺棄含む） 　かつ父母が死亡ないし父又は母を失った者ないし 　　　①父母が死亡した者 　が死亡し、又は３年以上生死不明（遺棄含む）
　　である義務教育終了前の児童 　父母又はその一方が３年以上生死不明 　 　　　②父又は母を失った者 　である義務教育終了前の児童
　・市内に１年以上居住(従って１才未満は資格なし) 　　　③父母又はその一方が３年以上生死不明である者 ・市内に１年以上居住(従って１才未満は資格なし)
    する者    する者
2.年金支給額 　 2.年金支給額 2.年金支給額 2.年金支給額 　
　　１２,０００円／年 　 　１２,０００円／年（遺児一人につき） 　１２,０００円／年 　
　　ただし初回のみ支給事由が生じた月からの 　ただし初回のみ支給事由が生じた月からの
　　月割り支給になる。 　月割り支給になる。

　
3.申請方法 　　　 3.申請方法 3.申請方法 3.申請方法 　　　
　　本人申請（家族）　 ・住民票添付 　 　　保護者が申請を出す 　本人名申請（家族）　

・保護者が申請できる

4.支給方法 　　　 4.支給方法 4.支給方法 4.支給方法 　　　
　　３月口座振替   9月振込 新たに発生又は消滅のときは月割り 　　毎年９月支給 　窓口 　３月に口座振替

保育時間延長事業 1.通常の保育時間 1.通常の保育時間 1.通常の保育時間 1.通常の保育時間
  平日　８時３０分～１６時３０分  平日 ８時３０分～１６時３０分 　平日　８時３０分～１７時００分  平日 ８時３０分～１６時３０分
   　   
2.あずかり保育の時間設定 2.あずかり保育の時間設定 2.あずかり保育の時間設定 2.あずかり保育の時間設定
  平日  ７時３０分～１７時３０分 平日  ７時３０分～１８時００分 　平日　７時３０分～１７時３０分  平日  ７時３０分～１８時００分

　

3.希望保育の時間設定 3.希望保育の時間設定 3.希望保育の時間設定 3.希望保育の時間設定
　土曜　７時３０分～１２時３０分 土曜 ７時３０分～１２時２０分 　土曜　７時３０分～１３時００分 土曜 ７時３０分～１３時００分
   

  
4.延長保育申請方法 4.延長保育申請方法 4.延長保育申請方法 4.延長保育申請方法
  時間外保育申込み 時間外保育申込み 　保護者からの連絡等にて対処  様式を統一
  土曜希望保育申込み 土曜希望保育申込み

5.職員等の体制 5.職員等の体制 5.職員等の体制 5.職員等の体制
  平日　１６時３０分～１７時３０分 平日 １６時３０分～１７時０５分 　普段と同様
  　　　　  ０・１歳児　       　      　２名 　　　０ ・１歳児      　２名内管理職１名 職員の配置体制を決定
            ２・３・４・５歳児　　       ３名      　２・３・４・５歳児 ２名内管理職１名
  平日　　７時３０分～　８時３０分 　　　２名 平日 １７時０５分～１８時００分
  土曜　１１時３０分～１２時３０分　　 　３名 　　　　３名内管理職１名と施設長（又は副所長） ※平成17年度は現行を継続し、統一した制度に
　　　　　　７時３０分～　８時３０分 　　２名 平日 ７時３０分～８時３０分 ついては平成18年度から実施
  　　　　２名内管理職１名
　　　・時差出勤・時間外手当 土曜 ３名内管理職１名と施設長（又は副所長）　
　　　・施設長は時間外手当なし 　　　７時３０分～８時３０分

　　　　２名内施設長（又は副所長）１名
　　 ・施設長（副所長）及び管理職は、超勤手当無し

　　

－
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　各保育所の実績により、

大　　野　　原　　町項　　目

合併協定項目名 　　各種事務事業　（各種福祉制度関係）の取扱いについて

調整方針

豊　　　　浜　　　　町

合併協定項目番号

・家庭児童相談室については、合併時に統一する。

・遺児年金については、合併時に再編統一する。

　　遺児１人につき　　１３,０００円／年

福祉分科会専門部会名 健康福祉部会 分科会名

調整結果

・保育時間延長事業については、合併時に再編統一する。

２３－２２

　観　　音　　寺　　市



合併協定項目名 　　各種事務事業　（各種福祉制度関係）の取扱いについて合併協定項目番号 福祉分科会専門部会名 健康福祉部会 分科会名２３－２２

児童手当 1.対象 1.対象 1.対象 1.対象
　児童を養育している者で、観音寺市において 児童を養育している者で、観音寺市において 　６歳到達後最初の３月３１日までの間にある児童を 児童を養育している者で、観音寺市に
　住民基本台帳に記載されている者。かつ一定の 住民基本台帳に記載されている者。かつ一定の 　養育している方 （ただし、所得額の制限あり） おいて住民基本台帳に記載されている者。
　児童を看護し、かつその児童と一定の生計関係 児童を看護し、かつその児童と一定の生計関係 かつ一定の児童を看護し、かつその児童と
　にあるもの、かつ前年の所得が所得制限限度額 にあるもの、かつ前年の所得が所得制限限度額 一定の生計関係にあるもの、かつ前年の
　未満のもの。 未満のもの。 所得が所得制限限度額未満のもの。

2.手当(支給額) 2.手当(支給額) 2.手当(支給額) 2.手当(支給額)
　　第１子         　5,000円 　第１子          5,000円   第１子            5,000円 　第１子         　5,000円
　　第２子         　5,000円 　第２子         　5,000円 　　 　第２子            5,000円 　第２子         　5,000円
　　第３子以降      10,000円 　第３子以降     10,000円 　第３子以降    　 10,000円 　第３子以降      10,000円

3.申請方法 3.申請方法 3.申請方法 3.申請方法
  児童手当認定請求書の提出による。  児童手当認定請求書の提出による。 　健康福祉課窓口に児童手当認定請求書提出  児童手当認定請求書の提出による。
  出生、転出入の際  出生、転出入の際  出生、転出入の際

4.支給方法 4.支給方法 4.支給方法 4.支給方法
　　年３回 口座振替 　年３回 口座振替   2月・6月・10月にそれぞれ前月分までを 　年３回 口座振替

　届出口座に振込

民生委員推薦会 1.取扱事務 1.取扱事務 1.取扱事務 1.取扱事務
　民生委員法施行令による 民生委員法施行令による 　民生委員法施行令による 民生委員法施行令による

2.民生委員数、主任児童委員数、民生委員1人当たり人口 2.民生委員数、主任児童委員数、民生委員1人当たり人口 2.民生委員数、主任児童委員数、民生委員1人当たり人口 2.委員数
　・民生委員数 　　　　　　　　８０名 ・民生委員数 　　　　　　　　２４名 　・民生委員数 　　　　　　　　１８名 平成19年11月まで現行のとおり
　・主任児童委員数 　　　　　　１９名 ・主任児童委員数 　　　　　　　２名 　・主任児童委員数 　　　　　　　２名
　・民生委員１人あたり人口　　５６５人 ・民生委員１人あたり人口 　５３７人 　・民生委員１人あたり人口 　５３６人

3.委員報酬 3.委員報酬 3.委員報酬 3.委員報酬
　委員　３,５５０円/回 委員 ４,０００円/回（県の要綱に基づく） 　委員　９,１００円/回（県の要綱に基づく） 委員 ７，０００円/１日

4.委員数 　14名 4.委員数 　14名 4.委員数 　７名 4.委員数 　14名以内

－
2
9
－

調整結果

・児童手当については、合併時に統一する。

・民生委員推薦会については、合併時に統合する。

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町 豊　　　　浜　　　　町

調整方針



合併協定項目名 　　各種事務事業　（各種福祉制度関係）の取扱いについて合併協定項目番号 福祉分科会専門部会名 健康福祉部会 分科会名２３－２２

民生委員 1.目的　 １目的 １目的 1.目的
・児童委員協議会 　民生児童委員の活動及び 社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に 　社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に 民生児童委員の活動及び

　地区民生児童委員協議会の推進 　立って相談に応じ、及び必要な援助を行い、 　立って相談に応じ、及び必要な援助を行い、 　地区民生児童委員協議会の推進
もって社会福祉の増進に努める。 　もって社会福祉の増進に努める。 ※運営は社会福祉協議会が運営

２.事務内容 2.事務内容 ２事務内容 ２.事務内容
　月１　　定例会 月１ 　定例会 　　 定例会 １２回 月１ 　定例会
　４月　　総会 ６月 　施設入所者とのふれあい研修 　　 （内9月 老人福祉施設慰問) ４月 　総会
　９月　　市出身者老人施設慰問 　　　　（雲辺寺登山） ９月 　市出身者老人施設慰問
　２月　　地区別研修会 ８月 　県内視察研修 ２月 　地区別研修会
　随時４専門委員会（生活福祉・老人福祉 12月 　県内施設訪問 随時４専門委員会（生活福祉・老人福祉

             ・児童福祉 ・身障者児福祉） ３月 　町長との懇談会             ・児童福祉 ・身障者児福祉）
　随時独居・寝たきり・高齢者夫婦の実態調査 随時独居・寝たきり・高齢者夫婦の実態調査

支所において単位民協の事務

３.協議会数 　　　９ 3.協議会数 　１ ３協議会数 　１ ３.協議会数 　　　１１

４.委員数 　　 4.委員数 　　 ４委員数 　 ４.委員数 　　
　　９９名（主任児童委員１９名含む）　 　２６名（主任児童委員２名含む）     １９名(内主任児童委員２名含） 　現行のとおり

５.報償額 5.報償額 ５報酬額 ５.報償額
　　年額 　会長 　　１４０,６４０円 　年額 　会長 　   １３０,０００円 　 　　年額 会長 　　１３０,０００円 　年額 　会長 　　１４０,６４０円
　　年額 　委員 　　１１６,８００円    年額 　副会長 　 １１５,０００円 　　　　　副会長   １１０,０００円 　年額 　委員 　　１１６,８００円

   年額 　委員 　　 １１０,０００円 　　　　　委員 　　１１０,０００円

６.補助金関係 6.補助金関係 ６補助金関係 ６.補助金関係
　　国の制度により決定  民生委員活動費等負担金交付要綱に基づき申請 　　民生委員活動費等負担金交付要綱に基づき申請 　国の制度により決定
　
　　　　　　　　　　　　　

－
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調整結果

調整方針 ・民生委員・児童委員協議会事業については、合併時に再編統一する。

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町 豊　　　　浜　　　　町



合併協定項目名 　　各種事務事業　（各種福祉制度関係）の取扱いについて合併協定項目番号 福祉分科会専門部会名 健康福祉部会 分科会名２３－２２

障害者社会参加 1.手話及び要約筆記奉仕員関係事業 1.手話及び要約筆記奉仕員関係事業
　　　　促進事業 　(1)手話通訳者設置事業

　　　(市手話通訳者設置事業実施要綱) 観音寺市の例により実施する。
　　①委託先 　香川県ろうあ協会
　　②委託料 　450,000円 　・手話通訳者設置については、福祉事務所１日、
　　③委託内容 　　各支所半日の週２日とする。
　　　　週に1日(月曜)通訳者が福祉事務所にいて、
　　　　聴覚障害者の相談等を行う
　(2)手話奉仕員等派遣事業
　　　(市手話奉仕員、

　要約筆記奉仕員派遣事業実施要綱)
　　①委託先
　　　◎手話 ： 香川県ろうあ協会
　　　◎要約筆記 ： ゆうあい観音寺　　
　　②委託料
　　　◎手話 ： 2時間未満 　2,000円
　　　　　　　　 2～4時間　 3,500円
　　　　　　　　 4時間以上  5,000円
　　③委託内容
        身体障害者等の申請により、委託先に依頼し、

　奉仕員を派遣する
　(3)手話奉仕員等養成委託
　　①委託先 　市社会福祉協議会
　　②委託料 　410,000円
　　③委託内容
　　　　奉仕員養成講座を開講し、奉仕員を養成する

2.自動車運転免許取得・改造助成 2.自動車運転免許取得・改造助成
　(1)自動車運転免許取得助成
　　　(市の助成要綱) 観音寺市の例により実施する。
　　①対象者 　18歳以上の身体障害者
　　　　　　　　　障害程度が1～4級
　　②助成内容
　　　1人1回限りで、訓練費の2/3以内の額とし、

10万円が限度
　(2)自動車改造助成
　　　(市の助成要綱)
　　①対象者 重度(1,2級)の上肢・下肢又は体幹機能
　　　　　　　障害者で就労等に伴い、自らが所有し、
　　　　　　　運転する自動車に対する助成
　　②助成額 　限度額10万円

3.障害者スポーツ大会助成 3.障害者スポーツ大会助成
　　①委託先 　市身体障害者協会
　　②委託内容 市障害者スポーツ大会 １８年度より実施する。

　・スポーツ教室の開催　

4.地域生活アシスタント育成 4.地域生活アシスタント育成
　　 在宅の知的障害者に対する相談や指導等を行う
　　 地域アシスタントを育成する 観音寺市の例により実施する。

－
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調整方針 ・障害者社会参加促進事業については、合併時に再編統一する。

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町 豊　　　　浜　　　　町 調整結果



合併協定項目名 　　各種事務事業　（各種福祉制度関係）の取扱いについて合併協定項目番号 福祉分科会専門部会名 健康福祉部会 分科会名２３－２２

・生活保護業務については、合併時に統一する。

心身障害者小規模通所 1.対象実施作業所 現行のとおり実施する。
　作業所運営補助事業 　　やまもも作業所

2.運営内容
　　市内在住の心身障害者であって、雇用されることが
　　困難な者等を通所させて必要な訓練を行い、かつ
　　就労の機会を提供する

3.申請方法
　　市の交付要綱に基づき、作業所より交付申請を行う

4.助成内容
　　補助金を年４回に分けて支給する

生活保護法に 1.目的　 1.目的 1.目的　
　　　関する業務 　日本国憲法第２５条に規定する理念に基づき、生活 日本国憲法第２５条に規定する理念に基づき、生活 　日本国憲法第２５条に規定する理念に基づき、生活 観音寺市の例により統一する。

　に困窮するすべての国民に対し、その困窮の程度に に困窮するすべての国民に対し、その困窮の程度に 　に困窮するすべての国民に対し、その困窮の程度に
　応じ、必要な保護を行い、その最低限度の生活を保 　応じ、必要な保護を行い、その最低限度の生活を保 　応じ、必要な保護を行い、その最低限度の生活を保
　障するとともに、その自立を助長することを目的と 障するとともに、その自立を助長することを目的と 　障するとともに、その自立を助長することを目的と
　する。 する。 　する。

2.対象者 2.対象者 2.対象者
　生活に困窮するすべての国民で、法第４条に規定 生活に困窮するすべての国民で、法第４条に規定 　生活に困窮するすべての国民で、法第４条に規定
　される各自のもてる能力に応じて最善の努力をし される各自のもてる能力に応じて最善の努力をし 　される各自のもてる能力に応じて最善の努力をし
　ても、なおかつ最低生活が営めない者 ても、なおかつ最低生活が営めない者 　ても、なおかつ最低生活が営めない者

3.事業内容 3.事業内容 3.事業内容
①事業内容 ①事業内容 ①事業内容
・要保護者との相談及び助言（他法活用等） ・要保護者との相談 ・要保護者との相談
・生活保護申請書の受理 ・生活保護申請書町経由で県申請 ・生活保護申請書町経由で県申請
・保護の開始及び変更
・法の規定による各種扶助の実施
・被保護者への指導及び指示
・要保護者の資産等の調査、検診命令
・要保護者又は扶養義務者の資産、収入の調査の嘱託
　及び報告の請求
・被保護者が指導・指示等に従わない場合の保護の
　変更、停止及び廃止
・被保護者が保護を要しなくなった場合の保護の
　停止及び廃止
・法の規定による被保護者が返還すべき額の決定及び
　費用の徴収
・被保護者が単身世帯等で死亡した場合の葬儀等の
　手伝い
・規定による保護の変更、廃止又は停止に伴う
　保護金品の返還の免除
・地区担当員による被保護者世帯への訪問調査活動
・査察指導員による査察指導業務

②経理事務 ②経理事務 ②経理事務
・生活保護費国庫負担金の交付申請、経理状況報告 口座払いの場合、県より被保護者の口座へ保護費を 　口座払いの場合、県より被保護者の口座へ保護費を
　及び事業実績報告等 振り込む。 　振り込む。
・生活保護費県費負担金の交付申請、経理状況報告 窓口払いの場合、町に振り込まれた保護費を窓口で 　窓口払いの場合、町に振り込まれた保護費を窓口で
　及び事業実績報告等 現金にて支給する 　現金にて支給する
・生活保護費補助金の交付申請、経理状況報告及び
　事業実績報告等
・保護費、保護施設事務費、診療報酬、介護報酬等の
　口座・窓口支払

－
3
2
－

調整方針
・心身障害者小規模通所作業所運営補助事業については、合併時に統一する。

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町 豊　　　　浜　　　　町 調整結果


